
研究機関：大阪市立大学大学院理学研究科 地球物質 I研究室 
受入研究者：益田 晴恵 （教授） 
研究分野：無機地球化学，特に水－岩石相互作用 
 
研究概要 

地殻表層部の岩石（堆積物）と水との反応に伴う物質移動，相変化などを研究課題として

います。特に，続成作用による鉱物形成と相変化，水循環に伴う微量成分の挙動などが得

意分野です。最近では，微生物活動に伴う微量成分の挙動も研究課題です。 
 
 
分析手法 

 化学分析，鉱物分析 

 岩石・鉱物の表面分析と，湿式で行う化学分析の装置は，だいたいそろっています。鉱

物（特に粘土鉱物）と水の両方の化学組成と組成・組織の形成過程に関する interpretation
が可能。水と岩石・鉱物の組成分析（化学成分，同位体，鉱物組成など）により，水－岩

石反応による元素の挙動を明らかにする。 
 
 
コラボレーションの提案例 
水，岩石，鉱物の組成分析，変質鉱物の形成過程の復元など。 
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